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御宿町成人式
　

今
年
、
御
宿
町
で
は
66
人
が
成
人
を

迎
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
成
人
式
を
１
月
６
日
（
土
）

に
公
民
館
で
行
い
、
新
成
人
の
門
出
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
新
成
人
た
ち
は
、
家
族
や

来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
と
激
励
を
受

け
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
式
の
最
後
に
は
、
新
成
人
が
小

学
校
６
年
生
の
時
に
20
歳
の
自
分
に
宛

て
て
書
い
た
手
紙
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

友
人
と
手
紙
を
見
せ
合
い
、
「
か
わ

い
い
」
「
こ
ん
な
こ
と
書
い
て
い
た
ん

だ
」
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
た
よ
う
で
し
た
。

▲お世話になった中学校の先生方に近況報告

▲友人と写真を撮りあうなど再会を喜んでいました
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本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
達
の
門
出
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
御
宿
町
長　

石
田
義
廣
様
を
は
じ

め
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
お
祝
い
や
激
励
の
お
言

葉
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
無
事
、
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
新
成
人
一
同
、
改
め
て
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

今
日
と
い
う
日
を
「
大
人
と
し
て
の
言
動
を

周
囲
か
ら
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
日
」
と

し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
初
心
に
帰
り
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
つ
も
り
で
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
で
誓
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
　
玉
置
　
剛
基

成人の言葉

　

本
日
は
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
式
典
を
開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
宿
町
長　

石
田
義
廣
様
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
の
お
祝
い
の
言

葉
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
御
宿
町
に
生
ま
れ
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
20
年
間
、
家
族

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
愛
情
、
友
人
と
の
強
い

絆
、
先
生
方
か
ら
の
御
指
導
、
そ
し
て
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
勉
強
し

て
い
る
者
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
に
貢
献
さ
せ

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
者
と
様
々
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
「
成
人
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
刻

み
、
そ
の
責
任
と
義
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
な
の
で
、
ご
迷
惑

を
か
け
る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
宿
の

海
の
よ
う
に
広
く
優
し
く
逞
し
い
大
人
に
な
れ

る
よ
う
日
々
努
力
し
、
一
日
も
早
く
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い

く
事
を
お
誓
い
し
、
成
人
の
言
葉
と
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。新

成
人
代
表
　
　
吉
野
　
蒼
生
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①②

③

④⑤⑥

⑦

 おめでとう
ございます！

平成３０年
御宿町消防団出初式

　平成３０年１月７日（日）、御宿町公民館大ホール
において、御宿町消防団出初式が挙行されました。
　消防防災活動に従事した方に対する功労表彰や防火
ポスター展受賞者への表彰が行われました。
　今年の表彰者は次のとおりです。（敬称略）

◇
千
葉
県
知
事
功
労
章

　

本
部 

分
団
長　

 　

     

立 

野 

暁 

広

◇
千
葉
県
知
事
精
勤
章

　

第
２
分
団 

分
団
長　
　

滝 

口    

清

　

第
８
分
団 

副
分
団
長　

新 

井 

北 

斗

　

第
１
分
団 

部
長　
　
　

岩 

瀬 

拓 

弥

◇
防
災
危
機
管
理
部
長
章

　

第
７
分
団 

分
団
長　
　

埋 

田    

斉

　

第
２
分
団 

部
長　
　
　

加 

藤 

昌 

巳

　

第
４
分
団 

部
長　
　
　

吉 

野 

将 

史

◇（
公
財
）千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

　

第
１
分
団 

分
団
長　
　

君 

塚 

和 

久

◇（
公
財
）千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

　

第
４
分
団 

分
団
長　
　

髙 

梨 

嘉 

史

　

第
２
分
団 

副
分
団
長　

新 

井 

康 

太

◇（
公
財
）千
葉
県
消
防
協
会
夷
隅
支
部
長
功
労
章

　

第
８
分
団 
分
団
長　
　

吉 

野 

健 

作

◇（
公
財
）千
葉
県
消
防
協
会
夷
隅
支
部
長
精
勤
章

　

第
８
分
団 

部
長　
　
　

吉 
野 

健 

一

　

第
７
分
団 

部
長　
　
　

吉 
野 
健 

二

　

第
１
分
団 

部
長　
　
　

西 

崎 
和 
治

◇
御
宿
町
長
功
労
章

　

第
７
分
団 

班
長　
　
　

松 

村 

浩 

志

　

第
１
分
団 

班
長　
　
　

髙 

梨 

哲 

也

　

第
２
分
団 

班
長　
　
　

長
谷
川 

寿
行

　

第
４
分
団 

班
長　
　
　

関    

光 

憲

　

第
８
分
団 

団
員　
　
　

吉 

野 

貴 

昭

◇
御
宿
町
消
防
団
長
精
勤
章

　

第
１
分
団 

班
長　
　
　

岩 

瀬 

幹 

人

　

第
７
分
団 

班
長　
　
　

浅 

野 

雄 

輝

　

第
４
分
団 

班
長　
　
　

小
松 

秀
一
郎

　

第
８
分
団 

団
員　
　
　

石 

井 

利 

克

　

第
２
分
団 

団
員　
　
　

麻 

生 

大 

介

◇
御
宿
町
消
防
団
長
特
別
功
労
賞

　

第
１
分
団 

班
長　
　
　

田 

仲 

信 

之

　

第
１
分
団 

団
員　
　
　

畑　
　

洋 

平

　

第
１
分
団 

団
員　
　
　

岩 

瀬 

文 

隆

　

第
１
分
団 

団
員　
　
　

蜂 

巣 

良 

太

　

第
２
分
団 

班
長　
　
　

長
谷
川 

寿
行

　

第
２
分
団 

班
長　
　
　

西 

巻 

正 

美

　

第
２
分
団 

団
員　
　
　

長
谷
川 

迪
男

　

第
２
分
団 

団
員　
　
　

鈴 

木 

建 

斗

　

第
２
分
団 

団
員　
　
　

石 

田 

裕 

幸

【
防
災
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰
者
】

①
御
宿
町
長
賞

　

御
宿
小
学
校
５
年 　

髙 

梨 

暖 

真

②
御
宿
町
消
防
団
長
賞

　

布
施
小
学
校
４
年 　

小 

林 

巧 

磨

③
御
宿
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

布
施
小
学
校
２
年 　

犬 

山 

涼 

太

④
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
長
賞

　

布
施
小
学
校
４
年 　

吉
野 

か
れ
ん

⑤
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
長
賞

　

布
施
小
学
校
５
年 　

周 

東 

あ 

め

⑥（
一
社
）千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
賞

　

御
宿
小
学
校
５
年 　

道 

下 

広 

貴

⑦（
一
社
）千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

　

御
宿
小
学
校
５
年 　

鈴 
木 

小 

春

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
】
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ピックアップ防災 Vol.55

5日で5,000枚の約束。プロジェクト実行委員会と
災害時における畳の供給に関する協定を締結しました

　全国防火デーの活動として、町消防団は１２月３日
（日）、火災発生時の迅速かつ的確な行動と技術の習
得、知識の向上を目的に、夷隅郡市広域市町村圏事務
組合消防本部御宿分署の署員を講師に招き、可搬ポン
プによる中継送水訓練を実施しました。
　また同日、火災予防の啓発のため町内を消防車両で
巡回するパレードも行いました。

　畳を取り扱っている業者で構成するボランティ
ア団体「５日で５，０００枚の約束。プロジェク
ト実行委員会」と１１月９日（木）に協定を締結
しました。
　この協定は、災害発生時に長期にわたり生活す
ることが予想される避難所等において、新しい畳
の提供を受けることにより、避難生活を少しでも
改善し、被災者の心身の痛みを和らげることを目
的としており、災害時の避難所等での生活向上を
図るものです。

竹内みちこさん（久保）が
全米人文科学基金の日本研究部門を受賞

　御宿町出身でカリフォルニア州立大学ロングビーチ校准教
授の竹内みちこさん（久保）が、全米人文科学基金の日本研
究部門において研究基金を授与されました。
　全米人文科学基金は１９６５年に設立されたアメリカの独
立連邦機関で、アメリカ最大の人文学基金組織の一つです。
　竹内さんは、戦前から戦後の日米女性労働運動家の活躍と
占領期の女性解放について論じた研究が評価され、今回の受
賞となりました。受賞に際し、「国境や人種を超えた労働運
動によって戦後の女性の権利を勝ち取ったことを広く伝える
とともに、女性の労働環境改善に貢献したい」とコメントさ
れました。

可搬ポンプによる中継送水訓練を実施
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「小さな親切」作文コンクール
御宿小学校と御宿中学校から入選

　公益社団法人「小さな親切」
運動本部が主催する第４２回
「小さな親切」作文コンクールに
おいて、応募総数４７，０２４
編の中から御宿中学校３年　樋口
優未さんと御宿小学校４年　米本
純奈さんがそろって入選となり、
１１月２５日（土）に東京（霞が
関）で行われた表彰式で表彰され
ました。

　この作文コンクールは、親切体験を作文に書くことで子どもたちに人を思いやる心や言葉につ
いて改めて考えてもらうことを目的としたものです。今回入賞・入選した１３０人の作品は、作
文の技術だけでなく、親切を受けたときの感動や親切ができなかったときの後悔など、素直な心
の表現が評価されています。

▲右から米本さん、樋口さん、「小さな親切」運動御宿支部の皆さん

イノシシ対策講演会を開催
「イノシシとどう向き合っていくか」

　近年、全国的にイノシシ等の野生動物による被害が農作物だけでなく一般の人にも出ており、
御宿町でも農地以外に民家や道路にまで出没するようになってきました。
　そこで、住民の皆さんにイノシシとはどのような生き物なのか知っていただくことを目的に、
ＮＰＯ法人いすみライフスタイル研究所の協力のもと、茨城県中央農業総合研究センターの仲谷
淳氏を講師に迎え、「イノシシとどう向き合っていくか」と題した講演会を１２月１６日（土）
に公民館で行いました。講演では、イノシシなどの野生動物について、御宿町や近隣市町、全国
の被害状況とイノシシの生態についてお話しいただきました。
　獣害対策は行政だけでは対応できないことから、町や捕獲従事者、住民の皆さん、警察等の関係
機関が一丸となって対策を進めていくための第一歩としての講演会となりました。参加者からはさ
まざまな意見と質問が出て関心の高さがうかがえました。今後もこのような講演会を定期的に行う
とともに、対策を進めていきます。

　イノシシ等への対処について相談
がある場合は、産業観光課農林水産
班（☎６８－２５１３）にご連絡く
ださい。
　また、御宿町では捕獲従事者が少
ないため捕獲を行っていただける方
を募集しています。興味のある方は
お問い合わせください。（わな免許
取得に係る補助制度があります。） ▲講演会の様子
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統計調査に貢献
鶴岡幸弘さん（須賀）が経済産業省より感謝状を受賞

　町統計調査員である鶴岡幸弘さん（須賀）が、経済産業
省が行う統計調査に数多く従事されたとして、平成２９年
度経済産業省所管統計調査功労統計調査員感謝状を受賞さ
れました。
　強い責任感や熱意ある姿勢での地道な活動、円滑で正確
な統計調査実施への貢献が評価され、今回の感謝状受賞と
なりました。
　鶴岡さんは昭和５７年から、昨年実施された経済センサ
スをはじめ、経済産業省が行う調査や総務省など他の省庁
が実施する数多くの統計調査に従事されています。

▲町長室で伝達式を行ったときの様子

御宿町で
活動中 地域おこし協力隊員を紹介します

○地域おこし協力隊制度とは
　都市部から地方に生活拠点を移した方を、地方自治体が「地域おこし協力隊員」として委嘱
し、地域ブランドや地場産業の開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援や農林水産業への従事、住
民の生活支援などの地域おこし活動に従事する制度です。隊員となった方は、おおむね１年以上
３年以下の期間その地域に居住して活動します。
　町では２人の地域おこし協力隊を採用し、空き家対策や移住促進活動などに従事していただき
ます。各隊員の活動については、２月号と３月号で詳しく紹介します。

移住交流促進担当

・氏名　三
み つ ぎ

次　恵
え み こ

美子
・経歴　青年海外協力隊として

マーシャル諸島の高校で活動
後、外資系ＩＴ企業でシステ
ム開発に携わる。

・地域おこし協力隊になった理由　外房地域は、
魅力的な土地でありながら若い人がどんどん都
会に出てしまうので残念に思い、地域おこし協
力隊で移住促進の活動をしたいと考えた。

・なぜ御宿町を選んだのか　よそ者にも親切な御宿
の方々の人柄や、コンパクトな町でありながら里
山と海の魅力を併せ持つ環境に惹かれたため。

・活動内容　移住促進イベントの企画や雇用創出の
ための企業誘致、また御宿台で企業のセミナーハ
ウスとして利用されていた建物を活用し、地域の
方々も巻き込んだ交流イベントを開催したい。

空き家対策・移住促進担当

・氏名　富
と が し

樫　泰
た い ら

良
・経歴　慶應義塾大学在学中。

テレビ番組や全国各地でまち
づくり、若者政策について講
演。

・地域おこし協力隊になった理由　今までの経
歴を活かし、若者ならではの視点で持続可能
なまちづくりに貢献したいと思ったから。

・なぜ御宿町を選んだのか　幼少期から御宿町
に家族で訪れており、御宿でＮＰＯが運営す
る貸し農園を借りたことをきっかけに、より
御宿が好きになり移住を決意した。

・活動内容　地域の拠点となる施設の運営や、
若者の移住定住を促進するため、空き家空き
地の活用による雇用や受け入れ先の創出、交
流人口増加に取り組みたい。
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御宿町人事行政の運営等の状況
御宿町職員の給与や定員管理の状況について、広く町民にご覧いただき、より公平で透
明性のあるものとしていくため、次のとおり公表します。

Ⅰ 職員の勤務時間その他勤務条件の状況

開始時刻 終了時刻 休 憩
8:30 17:15 12:00～13:00

Ⅱ 職員の分限及び懲戒の状況
１ 職員の分限処分の状況について（平成28年度）

降　任 免　職 休　職 降　級
0 0 0 0

戒　告 減　給 停　職 免　職
0 0 0 0

２ 職員の懲戒処分の状況について（平成28年度）

Ⅲ 職員の服務の状況
１ 年次有給休暇の状況について（平成28年）

平均取得日数 消　化　率
9.4日 23.9%

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

うち両休業
取得者数

男性職員 0 0 0
女性職員 3 0 0
計 3 0 0

２ 育児休業及び部分休業の状況について（平成28年度）

Ⅳ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

1 職員の研修（平成28年度）
　御宿町では、御宿町職員人材育成基本方針に沿って、毎年度計画
的に研修所での研修等を行っています。

区　　分 課程数 修了職員数
研修所での
研修

職責や経験別によるもの 8 32人
業務別のもの 9 14人

外部研修 海外視察 1 1人
ビジネスマナー 2 7人

内部研修 業務別のもの 3 210人
職場研修 2 7人

Ⅴ 職員の福祉及び利益の保護の状況

（3）健康管理

Ⅵ 勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　「該当案件なし」

Ⅶ 不利益処分に関する不服申し立ての状況
　　　「該当案件なし」

御宿町の給与・定員管理等について

1　総　括
（1） 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（A）

給　　与　　費 一人当たり
給与費 
B/A給 料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

平成
28年度

　人
85  

　千円
282,805

　千円
38,954

　千円
115,284

　千円
437,043

　千円
5,142

（3） ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

２ 人事評価の状況

区分 歳出額
（A）

実質
収支

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

平成
28年度

　人7,713 　千円4,194,087 　千円
142,117 　千円

716,970 　％21.1
％
17.1

（参考）
平成27年度の
人件費率

住民基本
台帳人口

（平成29年1月1日現在）

※水道、国保、介護会計等の公営企業会計等は除く

御宿町 全国町村平均

100.0

95.0

90.0

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額
を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴
や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用
職員の俸給職員の俸給月額を１００として計算した指数。

（注）

96.3
94.4

95.8

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

 御宿町では、人事評価を実施し、勤勉手当等への反映を行ってい
ます。

 （１）職員互助会
　主に職員の福利厚生を充実させるため、職員互助会で各種事業
を行っています。

　・職員冠婚葬祭費助成　・視察研修
　・予防接種費助成　　　・奉仕作業　など
 （２）千葉県市町村職員互助会
　・出産費助成金　20,000円
　・長期療養者助成金　給料20%以上減額、勤務に服することがで
きない日1日につき1,000円（12月ヶ月限度）

　・弔慰金　会員が死亡したとき　60,000円　・家族弔慰金　会員
の被扶養者が死亡したとき　30,000円

　・退会せん別金　在会1年につき1,500円（支給上限年数30年）
　・永年勤続者祝金　勤続25年10,000円
　・入学祝金　小、中、高　それぞれ5,000円
　・老人看護助成金　１件　20,000円
　・介護休暇助成金　１日　5,000円
　・育児育英金　1人につき100,000円
　・育児休暇助成金　1日につき300円（育児休業手当金等が支給さ
れる場合を除く）

　・その他　災害給付金、永年勤続者宿泊補助券、保養所等助成金、
就職祝金等

１ 勤務時間の状況について

　全職員に対し、労働安全衛生法に基づく定期健康診断と
その結果を基に保健指導を行い、職員の健康状態の把握と
疾病の早期発見に努めています。
　平成28年度の定期健康診断受診者数79人

御宿町職員互助会
　冠婚葬祭助成、視察研修、予防接種費助成、その他厚生
に関する事業を実施していますが、会員（職員）により運
営されており、事業費の原資は、すべて会員の掛金になり
ます。

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　職員数は、普通会計に係る平成28年4月1日現在の職員数である。
　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））
　　　　　の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

93.893.8
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御宿町人事行政の運営等の状況

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の
　　　状況（平成29年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額

平均給与月額
（国ベース）

御宿町 42.3歳 310,484円 343,621円 331,457円
千葉県
国

41.7歳 317,397円 411,112円
410,719円43.6歳 330,531円

①一般行政職

区　分 平均
年齢 職員数 平均給料

月額
平均給与月額
（A）

平均給与月額
（国ベース）

御宿町 56.3歳 2人 297,750円 302,000円 301,050円

50.6歳 286,833円 328,360円
千葉県 53.3歳 321,180円 381,015円

②技能労務職

区　　分 御宿町 千葉県

一般行政職 大学卒 178,200円 184,800円
高校卒 146,100円 150,500円

技能労務職 高校卒 141,600円 148,200円

国（総合職）
182,700円

（3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成29年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年～15年 経験年数15年～20年 経験年数20年～25年

一　般
行政職

大学卒 274,900円 312,300円 370,600円 
高校卒 －　　円 258,800円 － 円

技　能
労務職

高校卒 －　　円 －　　円 －　　円
中学卒 －　　円 －　　円 －　　円

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主　　　事　　　補
２級 主　　　　　　事
３級 主　　任　　主　　事
４級 係　　　　　　長
５級 主　　　　　　査

６級 課長補佐・班長・
公民館長・認定こども園長

７級

４　職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当

御　宿　町

○勤勉手当への勤務成績の反映状況

○ ○

○ ○

○ ○
○ ○

１人当たり平均支給額（平成28年度）1,351千円

（平成29年度支給割合）期末手当
2.60月分
1.45月分 勤勉手当 1.70月分

0.80月分
（下段は再任用職員に係る支給割合）

（加算措置の状況）職務の級等による加算措置（5～15％）

（2）昇給への勤務成績の反映状況

（5） 給与制度の総合的見直しの実施状況について

(６) 特記事項
特になし

①給料表の見直し [ 実施 ]
 （給料表の改定実施時期）平成27年4月1日
 （内容）一般行政職の給料表については、国の見直しを踏まえ、
平均2％引下げ。激変緩和のため、3年間（平成30年3月31日）まで

　の経過措置（現給保障）を実施。
②地域手当の見直し [ 支給対象地域外のため支給なし ]
③その他の見直し内容 [ 管理職特別勤務手当について、国と同様に
見直しを実施（平成27年4月1日実施）]

1　「平均給料月額」とは、平成29年4月1日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均である。

2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地
域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額
を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明ら
かにされているものである。

　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月
額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていな
いことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算した
ものである。

（注）

4人
13人
5人
10人
10人

8人

6.6％
21.3％
8.2％
16.4％
16.4％

13.1％

141,600円
184,800円
227,900円
261,100円
287,100円

317,700円

11人 18.0％ 361,800円

246,600円
303,400円
349,200円
381,800円
392,200円

409,400円

444,100円

１号級の
給料月額 

最高号給の
給料月額

課長・主幹・議会事務
局長・会計管理者

１級  6.6%

２級
21.3%

３級
8.2%

４級
16.4%

５級
16.4%

６級
13.1%

７級
18.0%

１級
9.7%

２級
19.4%

３級
11.3%

４級
17.7%

５級
11.3%

６級
12.9%

７級
17.7%

１級
11.5%

２級
11.5%

３級
21.3%

４級
13.1%

５級
9.8%

６級
16.4%

７級
16.4%

（4） 給与改定の状況
①月例給 ※御宿町には人事委員会が設置されていないため、人事委員会

　の勧告はありません。

区分
人事委員会の勧告 給与

改定率民間給与
（A）

公務員給与
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定率）

平成
29年度

　円 　円 　円 　％ 　％

（参考）
国の
改定率
　％

（注）「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告において官民の４月分
　　　の給与額をラスパイレス比較した平均給与月額である。
②特別給

区分
人事委員会の勧告 年間

支給
月数

民間の
支給割合
（A）

公務員の
支給月数
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定月数）

平成
29年度

　月 　月 　月 　月 　月

（参考）
国の年間
支給月数

　月

※「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支
　 給割合、「公務員の支給月数」は期末手当及び勤勉手当の支給月数である。

（2） 職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）

平成29年の構成比 1年前の構成比 5年前の構成比

国

イ  人事評価を実施した

御宿町 国

ロ  人事評価を実施していない

標準に加え、上位及び下位の区分も適用
標準に加え、上位の区分も適用
標準に加え、下位の区分も適用
標準の区分のみ適用

平成28年4月2日から
平成29年4月1日までにおける運用 管理

職員
一般
職員

特定
管理職員

一般
職員

○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

イ  人事評価を実施した

御宿町 国

ロ  人事評価を実施していない

標準に加え、上位及び下位の区分も適用
標準に加え、上位の区分も適用
標準に加え、下位の区分も適用
標準の区分のみ適用

平成28年度中における運用 管理
職員

一般
職員

特定
管理職員

一般
職員

御宿町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で
あり、かつ、「地方公務員給与実態調査」による一般行政職
に該当する職員数である。
標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務
である。

 （注）1 

2 
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御宿町人事行政の運営等の状況
（2）退職手当の支給率（平成29年4月1日現在）

御　宿　町
自己都合 応募認定・定年

勤続2 0年 20.445月分 25.55625月分
勤続2 5年 29.145月分 34.5825月分
勤続3 5年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例（2～20%加算）
１人当たり平均支給額 2,474千円

（注） 1 給料及び報酬の（　）内は、町長等の給料の特例に関する条例に基づく減
　　　　  額措置を行う前の金額である。
　　　   2 類似団体における最高/最低額は、減額措置等を行う前の金額である。
　　　   3 退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、
　　　　  1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

６　職員数の状況
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

７　退職管理の状況
平成２８年度該当者なし。（平成２９年１２月１日現在）

（各年４月１日現在）

（注） 1 職員数は一般職に属する職員数である。（ただし教育長は除く）
　　　2 [　　]内は、条例定数の合計である。

（3） 地域手当（平成29年4月１日現在）
　　支給していません。
（4） 特殊勤務手当（平成29年4月1日現在）
　　平成18年度をもって廃止しました。
（5） 時間外勤務手当（普通会計）
支給実績（ 平成28年度決算） 13,189千円
職員１人当たり平均支給年額（ 平成28年度決算） 155千円
支給実績（ 平成27年度決算） 8,463千円
職員１人当たり平均支給年額（ 平成27年度決算） 98千円

（6） その他の手当（平成29年4月1日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（28年度決算）

支給職員１
人当たり平
均支給年額
（28年度決算）

扶養
手当

●交通機関を利用する場合
運賃代55,000円までは全額支給
●自動車等を利用する場合
通勤距離に応じて2,000円～28,000円を支給

借家の場合（家賃12,000円を超える場合）
家賃の額に応じて支給（最高27,000円）

同 9,661
　 千円

214,800
　　 円

住居
手当 同 3,126

　 千円
288,000
　　 円

通勤
手当 同 2,312

　 千円
49,200
　　 円

管理職
手当

7級職　　　　30,000円
7級相当職　　14,000円
6級職相当職　  7,000円

異 4,752
　 千円

198,000
　　 円

休日勤
務手当 同 736

　 千円
8,658
　　 円

管理職
特別勤
務手当

同 1,087
　 千円

104,400
　　 円

宿日直
手当 宿日直業務1回につき　4,200円 同

4,091
　 千円

79,200
　　 円

５　特別職の報酬等の状況（平成29年4月1日現在）
区　　分 給　料　月　額　等

給

料

町　　　長

副　町　長

760,000円
（　　　円）
609,000円
（　　　円）

（参考）類似団体における最高／最低額

876,000円／520,000円

728,000円／360,000円
報

酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

270,000円
226,000円
215,000円 

370,000円／205,000円 
320,000円／165,000円 
300,000円／146,000円 

当
手
末
期

町　　　長
副　町　長 （平成29年度支給割合）4.20月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（平成29年度支給割合）3.25月分

当
手
職
退 市区町村長

副市町村長

）期時給支（ ）額当手の期1（　　　　　　）式方定算（
給料月額×35/100×在職月数
給料月額×25/100×在職月数

12,768,000円
7,308,000円

任期毎
任期毎

－

－

備　　　考

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した職員に
　　　支給された平均額である。

区分
部門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由平成28年 平成29年

門
部
計
会
通
普

門
部
政
行
般
一

議 会
総 務
税 務
農林水産
商 工
土 木
民 生
衛 生

育児休暇の職員の配置換え

計 78 77 －1

－1

－1

〈参考〉
人口1万人当たり職員数  99.8人

教育部門 8 8 0
消防部門

小　計 86 85 〈参考〉
人口1万人当たり職員数  110.2人

公
営
企
業

会
計
部
門

水　道 3 3 0
国保・介護 6 6 0
小　計 9 9 0

合　　計 95
[115]

94
[115]

〈参考〉
人口1万人当たり職員数  121.9人

（3）定員管理の数値目標及び進捗状況
定員管理の数値目標の年次別計画の概要

年　　度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

平成３１年度

平成３２年度

計

95
96
98
98
98

4
1
2
2
4
13

5
3
2
2
4
16

96
98
98
98
98

前年度当初
職員数

前年度中途
退職者数

当年度採用
職員数

計  画  値

（注） 1 計画期間は、平成28年から平成32年である。
　　　 2 増減は、各年の欄にあっては対前年度比の職員増減数を、計の欄
　　　　にあっては計画1年目以降現年までの職員増減数の累計を示す。

（2）年齢別職員構成の状況（平成29年4月1日現在）

分
区 20歳

未満
20歳

～

23歳
24歳

～

27歳
28歳

～

31歳
32歳

～

35歳
36歳

～

39歳
40歳

～

43歳
44歳

～

47歳
48歳

～

51歳
52歳

～

55歳
56歳

～

59歳
60歳
以上 計

数
員
職 人 人

1
人
6

人
16

人
10

人
12

人
12

人
11

人
7

人
10

人
8

人
1

人
94

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

構成比
５年前の構成比

%

20

満
未
歳

20

23

24

27

28

31

32

35

36

39

40

43

44

47

48

51

52

55

56

59

60

上
以
歳

2 
25
7
5 
4
4
20 
11

2
24
7
5
4
4
21
10

0
－1
0
0
0
0
1
－1 計上部門の精査に伴うもの

計上部門の精査に伴うもの

管理職が週休日等において勤務を命ぜ
られた場合、勤務1回につき支給する
7級職8,000円または12,000円（勤務時間
による）6級職4,000円または6,000円（勤
務時間による）
管理職が週休日以外の日の深夜（午前
0時から5時）勤務1回につき支給する
7級職 6,000円　6級職 5,000円

国は職務の
級等に応じ
31700円～
139,300円

休日等において正規の勤務時間中に勤務
を命ぜられた場合勤務１時間につき勤務
１時間あたりの給料額の135/100を支給

・配偶者　10,000円
・子　　　8,000円
・父母等　6,500円
・配偶者がなく扶養している場合
　子　10,000円、　父母等　9,000円
・16歳から22歳までの子1人5,000円加算
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シャツ・ブラウス・ネクタイ・リボン・セーター・ソックス等
取り扱っております。

大原中央商店街通り

制服学校指定店（男子・女子）

毎日をいきいきと過ごすために
～ 一緒に取り組みましょう！介護予防！～

　現在、日本は世界でも類を見ない速度で高齢化が進んでいます。御宿町でも高齢化率は４８．８％（平成
２９年１１月３０日現在）と約２人に１人は６５歳以上となっています。いつまでも元気でいきいきと自分
らしく過ごすため、日常生活に介護予防を取り入れていきましょう。

介護予防とは？
　介護が必要な状態（要介護状態等）にならないために身心機能の維持・増進・悪化を防ぐことや日常生活・
社会生活を充実させる取り組みが介護予防となります。
介護予防には、以下の主な取り組みがあります。

※「閉じこもり」とは外出することに消極的になってしまい、１週間のうちほとんどを家の中で過ごしている
　状態のことをいいます。

これからの介護予防
　主な介護予防の取り組みの中で、近年の介護予防は住民が主体となり実施する教室や地区の集まりを通じた
介護予防など、地域との繋がりが重視されています。
　具体的には・・・
　　＊近所でのお茶会　　　　＊老人クラブ　　　　＊サークル活動　　　　＊ボランティア活動
　　＊地区活動　　　　　　　＊家事　　　　　　　＊趣味活動　　　　　　＊スポーツ活動　　など

　要介護状態にならないためにも

地域との繋がりを大切にしていきましょう！
　何から始めたらよいか分からない…という方は、役場保健福祉課までご連絡ください。

問い合わせ　保健福祉課　福祉介護班　☎６８－６７１６　

運動機能の向上
（体操・運動 等）

閉じこもり予防
（地域交流 等）

食生活の改善
（低栄養改善 等）

認知症予防
（趣味活動 等）

口腔機能の向上
（口の手入れ 等）

うつ予防
（辛い気持ちを一人で
 抱え込まない 等）

このような活動をすると・・・
　自然と身体を動かす、頭を働かせる、笑う、会話
　するなど介護予防となります。
その結果・・・
　元気にいきいきと過ごせます！！

このような活動が少ないと・・・
　必然的に身体を動かさなくなる、会話の機会が
　減るなど身心の機能が共に低下します。
その結果・・・
　要介護状態になる可能性が高まります。
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ふ
る
さ
と

納
　
　
税

御宿町活力ある　　　
ふるさとづくり寄附金
平成29年度１2月末日現在

寄附件数　　　寄附総額
　４,２５４件　　６,９０４万３千円
記念品の提供については、企画財政課（６８−２５１２）
へお問い合わせください。

ま
ち
の
う
ご
き

●
人
口

　

７
，６
１
１
（
▲
４
）

　

男
３
，６
０
４　

女
４
，０
０
７

　

世
帯
数
３
，６
７
１

 

（
平
成
29
年
12
月
28
日
現
在
）

●
慶
弔

　

出
生　

４　
　
　

死
亡　

13　

  
 

（
平
成
29
年
12
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　
　

０

　

救  

急  

件  

数　
　

43　

 

（
平
成
29
年
12
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数　
　
　

24　

　

死  

者  

数　
　
　

0

　

負
傷
者
数　
　
　

30

 

（
平
成
29
年
１
月
１
日
～

　
  

平
成
29
年
12
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量
４
３
２
，
０
０
０
㎥

　

貯
水
率
７
４
．
６
％

 

（
平
成
30
年
１
月
９
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

　

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
ヶ
月

に
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

延
べ
３
２
７
人

 

（
平
成
29
年
12
月
中
）

　

県
文
書
館
で
は
収
蔵
文
書
点

検
の
た
め
、
次
の
期
間
４
階
閲

覧
室
を
休
室
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
階
の
展
示
室
・
行

政
資
料
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
２
階

の
行
政
資
料
室
は
、
休
館
日
お

よ
び
日
曜
日
を
除
き
、
通
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。

▼
休
室
期
間

　

２
月
19
日
（
月
）

～
３
月
２
日
（
金
）

※
２
月
28
日
（
水
）
は
全
館　

　

休
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
文
書
館

☎
０
４
３

−

２
２
７

−

７
５
５
６

　

房
総
半
島
周
辺
の
海
は
、
太

平
洋
と
東
京
湾
、
南
部
と
北
部

で
環
境
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
数
多
く
の
生
き
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。

　

海
の
博
物
館
で
は
、
ご
家
庭

で
食
さ
れ
る
海
の
幸
を
中
心

に
、
そ
の
生
物
の
生
態
や
姿
の

特
徴
、
食
文
化
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

　

２
月
23
日
（
金
）

～
５
月
６
日
（
日
）

　

９
時
～
16
時
30
分

　

（
入
場
は
16
時
ま
で
）

▼
入
場
料

・
一
般
２
０
０
円

・
高
校
生
、
大
学
生
１
０
０
円

・
中
学
生
以
下
、
65
歳
以
上
は

　

無
料

▼
休
館
日

　

月
曜
日

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は

　

無
休

海
の
博
物
館
で

房
総
の
海
の
幸
を
展
示

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

県
立
中
央
博
物
館
分
館
海
の

　

博
物
館

 

（
勝
浦
市
吉
尾
１
２
３
）

☎
０
４
７
０

−

76

−

１
１
３
３

  

海
の
博
物
館　

千
葉  

で
検
索

県
文
書
館
閲
覧
室
が

一
時
休
室
と
な
り
ま
す
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オール電化　御宿町

食し
ょ
く
よ
く欲

の
衰お

と
ろへ

知し

ら
ず
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ　

西
川　
　

百

世よ

を
忍し

の

ぶ
石い

し
や
き
い
も

焼
芋
や
頬ほ

ほ
か
ぶ被
り　
　
　
　
　

佐
野
志
保
子

ゐ
ず
ま
い
を
正た
だ

し
て
描え

が

く
初は

つ

景げ

色し
き　

　
　

菊
池　

武
夫

ご
加か

ご

う
護
受
け
息そ

く
さ
い災

に
し
て
年と

し
む
か迎

う　
　
　

聖
成
け
さ
子

冬ふ
ゆ

ざ
れ
や
喪も

服ふ
く

の
寡か

ふ婦
の
蒼あ

お

い
爪つ

め　
　
　

李　
　

泰
久

初は
つ

雀す
ず
め

つ
く
ば
い
に
寄よ

る
二に

わ羽
三さ

ん

羽わ　
　
　

近
藤　

風
花

嫁よ
め

入い

り
の
着き

物も
の

の
染し

み
や
初は

つ

雀
す
ず
め　

　
　
　

佐
藤
き
よ
み

初は
つ
ゆ
め夢

に
会あ

ひ
た
る
人ひ

と

は
黄よ

み泉
の
人ひ

と　
　
　

石
橋　
　

敲

初は
つ

御み

空そ
ら

手て

合あ
わ

は
す
人ひ

と

や
真ま

ね似
る
吾わ

こ子　
　

本
吉　
　

愛

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【 年

ねん

賀
が

・初
はつ

雀
すずめ

 】1 木
2 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

3 土

4 日 ●第6回イセエビCUP　おんじゅくオーシャントレイル
　10マイルレース

5 月
6 火
7 水
8 木
9 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

10 土
11 日 ●ロドリゴ駅伝

12 月
13 火 ●乳児相談　13:30～15:00　保健

14 水
15 木

16 金 ●確定申告受付開始
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

17 土 ●住民税出張申告
●おんじゅくまちかどつるし雛めぐり（3月4日まで）

18 日 ●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃

19 月
20 火
21 水
22 木
23 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

24 土
25 日
26 月

27 火 ●1歳6か月児健診　13:15～13:30　保健
●3歳児健診　13:30～13:45　保健

28 水
●後期高齢者医療保険料第8期納期限
●介護保険料第8期納期限
●国民健康保険税第8期納期限

タウンカレンダー　2月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

焼や

き
芋い

も

を
頬ほ

ほ

張ば

る
子こ

ら
の
笑わ

ら

ひ
声こ

え　
　
　

本
吉
美
絵
子

一い
ち
ね
ん年
の
何な

ん

と
短み

じ

か
き
柚ゆ

ず

ゆ
子
湯
か
な　
　
　

大
曽
根
利
枝

風か
ぜ

が
ま
た
風か

ぜ

追お

ふ
て
ゐ
る
枯か

れ

尾お

花は
な　

　
　

安
岡　

信
子

烈れ
っ
ぷ
う風

を
耐た

え
て
恨う

ら

ま
ず
枯
尾
花　
　
　
　

岡
本　

俊
康

神か
ん
ぬ
し主
の
袴は

か
まむ
ら
さ
き
初は

つ

す
ず
め　
　
　
　

鶴
岡
と
く
路

◎
寡
婦
＝
夫
と
死
別
ま
た
離
婚
し
た
女
性

◎
黄
泉
＝
死
後
霊
魂
が
行
く
と
さ
れ
る
所
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